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冷却フェルミ原子を用いた光格子系では、格子ポテンシャルや相互作用
などのパラメータを実験的に制御することができるようになった。これ
までに金属絶縁体転移を始めとして多彩な量子相について議論されてい
る [1]。さらに最近では、相互作用を空間変調させることが可能となり、
興味深い物性が期待されている [2]。本研究では、この空間変調した相
互作用の実現可能性に着目し、相互作用が異なる２つの副格子をもつ光
格子系を取り上げる。このとき、系のハミルトニアンは以下のように記
述される。
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ここで第一項はホッピング、第二項はA副格子のオンサイト相互作用、
第三項はB副格子の相互作用を表す。本研究では基底状態における金属
絶縁体転移について調べるために、2サイト動的平均場近似 [3]を用い
た。解析の結果、ハーフフィリングのとき、4つの異なる絶縁相の存在
を明らかにする。また、ハーフフィリングから離れた系についても注目
し、繰り込み因子、同時占有率などの振る舞いを調べることにより UA、
UBの変調に対する基底状態の相図を決定する。
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